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Serial Dilutions of Antibody

Control Antigen = 100ng Antigen= 10ng

Antigen= 50ng Antigen= 100ng
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン1サイトカインファミリーのメンバーです。このサイトカインは、様々な免疫応答、炎症プロセス、および造血に関与する多面的機能を持つサイトカインです。このサイトカインは単球およびマクロファージによってプロタンパク質として産生され、細胞傷害に反応してタンパク質分解を受けて放出され、アポトーシスを誘導します。この遺伝子と他の8つのインターロイキン1ファミリー遺伝子は、2番染色体上にサイトカイン遺伝子クラスターを形成します。これらの遺伝子の多型は、関節リウマチおよびアルツハイマー病と関連していることが示唆されています。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	IL1AマウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	IL1A マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	IL1A マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。

